
令和６年度「自然観察会」（共催）の記録
北海道ボランティア・レンジャー協議会

観 察 会 秋の花でにぎわう森を歩こう（エゾユズリハコース折り返し） 大沢コースから変更

開催日時 ２０２４（令和６）年９月７日（土）９：５０－１２：００

天 候 晴れ（10:00風速3.3m/s）10:00気温21.7℃ 12:00気温24.7℃ (アメダス江別)

参加状況 一般参加者：40人（８班編制）／ ボラレン：15人(前日話題提供･下見会16人)

〔開花〕、ケカナダアキノキリンソウ、ゲンノショウコ、カタバミ、ノラ
ニンジン、エゾトリカブト、アカツメクサ、ミゾソバ、エゾノコンギク、

草 本 イヌタデ、ハナタデ、キンミズヒキ、キツリフネソウ、シロバナツリフネ
ソウ、ミゾソバ、ミミコウモリ、ヤブマメ、
〔果実〕ノブキ、キンミズヒキ、ミズヒキ、ウマノミツバ、オオウバユリ、
ヤブハギ、ミミコウモリ、ヨブスマソウ、コウライテンナンショウ、ケチ

観察記録 ヂミザサ、キンエノコロ、エノコログサ、オオバコ、 ラン:ツチアケビ

主なもの 〔開花〕ハリギリ
木 本 〔果実〕ナナカマド、ヤチダモ、ハイイヌガヤ、ノリウツギ、キタコブシ、

サルナシ、ホオノキ、ツルウメモドキ、
＊カツラの落ち葉の匂い、

シ ダ エゾフユノハナワラビ、コウヤワラビ、オシダ、

野 鳥 キジバト、カラ類

その他 エリマキツチグリ、タマゴタケ、オカモノアラガイ、サッポロマイマイ、
エゾマイマイ、オオヒラタシデムシの幼虫、ノシメトンボ、
ナツアカネ、コノシメトンボ、エゾエンマコオロギ、

・参加者の食いつきが良く、熱心に聞いてくれました。
・時間通りに終われたので良かったです。周回コースだと回れない感じでした。

感想など ・普段なかなか見られないツチグリ、タマゴタケ、ツチアケビやハイイヌガヤの果
実、サルナシのツルの巻き付きの凄い物などが有り、話題が広がりました。

・カタバミのシュウ酸で10円玉が綺麗になる、
シラカンバのベチュリンなどの話題も。

・上富良野町や北斗市など、遠方からの参加者有り。
・時節柄か、一般利用者が多く行き交い、コースを開けていただく頻度が高かった。

開会式 ガイド風景

エリマキツチグリ
キツリフネ
ヤブマメ

ガイド風景 ガイド風景

（記録担当：小林英世、写真：冨倉圭祐､事務局）


